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冒
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フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
の
観
察
春
（
或
は
監
視
者
）
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ
イ

ン
は
一
八
四
二
年
に
こ
う
書
い
て
い
る
。
　
「
共
産
主
義
運
動
は
一
八
三
九
年

以
来
急
速
に
成
長
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
あ
ら
ゆ
る
州
、
無
産
者
の
あ
ら

ゆ
る
階
層
に
広
ま
っ
て
い
る
。
」
そ
の
共
産
主
義
の
「
最
大
の
部
分
を
、
今

臼
で
は
明
ら
か
に
狭
義
の
共
産
主
義
者
、
即
ち
自
称
イ
カ
リ
ア
共
産
主
義
者

が
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
部
隊
の
創
始
者
は
カ
ベ
で
あ
る
。
」
　
「
か
な
り
確

か
な
徴
候
か
ら
見
て
イ
カ
リ
ア
共
産
主
義
は
大
方
の
所
で
他
党
派
を
断
固
圧

倒
し
て
い
る
或
は
し
つ
つ
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
」
　
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
カ
ベ

（
国
衆
。
鵠
轟
①
O
㊤
げ
①
3
嵩
○
。
○
。
占
。
。
朝
①
）
の
共
産
主
義
運
動
は
｝
八
四
〇
年
代
に

フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
か
ら
最
大
の
支
持
を
得
て
い
た
。
多
く
の
同
時
代
人
が

シ
ュ
タ
イ
ン
の
こ
の
観
察
と
同
趣
の
証
言
を
残
し
て
い
る
。
辛
辣
を
以
て
鳴

る
エ
ン
ゲ
ル
ス
で
さ
え
「
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
レ
タ
ジ
ア
大
衆
の
定
評
あ
る
代

表
者
カ
ベ
」
と
手
放
し
の
評
価
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
今
日
一
般
に
カ
ベ

は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ベ
に
舗
当
て
ら
れ
る
の
は
傍
流
の

空
想
的
社
会
主
義
者
の
席
と
相
場
が
決
ま
っ
て
い
る
。
　
一
例
と
し
て
坂
本
慶

一
氏
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
か
ら
引
用
さ
せ
て
頂
く
。
　
「
平
等

主
義
を
核
と
す
る
共
産
主
義
の
流
れ
の
中
に
、
　
隅
．
イ
カ
リ
ア
旅
行
記
』
に
よ

っ
て
『
共
産
主
義
』
の
矯
語
を
大
衆
化
し
た
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
カ
ベ
が
い
る
。

〔
…
…
〕
カ
ベ
の
思
想
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
平
等
・
友
愛
の
基
礎
の
う
え

に
、
バ
ブ
ー
フ
、
オ
ー
エ
ン
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
ら
の
諸
思
想
を

加
え
た
、
一
種
の
折
中
的
な
思
想
で
あ
っ
て
、
革
命
よ
り
も
ユ
ー
ト
ピ
ア
に

力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
」
（
四
七
頁
）
と
い
た
っ
て
素
気
無
い
。

　
単
な
る
空
想
的
社
会
主
義
者
カ
ベ
と
い
う
今
口
の
評
価
と
大
衆
的
な
共
産

主
義
の
指
導
者
カ
ベ
と
い
う
隅
時
代
人
の
印
象
と
の
懸
隔
は
大
き
い
。
こ
の

隔
り
を
衡
し
た
の
は
何
か
。
差
当
り
次
の
事
情
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。
一
つ
は
カ
ベ
が
噺
、
イ
カ
リ
ア
旅
行
記
』
以
外
に
目
立
っ
た
或
は
目
に
見

え
る
遺
産
を
残
し
て
い
な
い
こ
と
。
カ
ベ
が
ト
マ
ス
・
モ
ア
の
『
ユ
ー
ト
ピ

ア
』
に
着
想
を
得
て
著
わ
し
た
こ
の
留
険
小
説
（
℃
凄
臼
6
ヨ
謹
。
窪
×
に
よ

れ
ば
登
場
人
物
は
『
新
蝦
背
イ
ー
ズ
』
か
ら
の
借
物
）
は
、
「
共
有
制
の
可

能
性
・
有
用
性
を
確
僑
さ
せ
る
た
め
そ
の
例
を
示
す
扁
こ
と
を
目
的
に
、
完

成
さ
れ
た
共
産
主
義
社
会
の
生
活
を
詳
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
確
か
に
そ
の

多
く
の
局
面
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
相
貌
を
帯
び
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
事
情
は

こ
れ
ま
で
殆
ど
の
研
究
者
が
依
拠
し
て
き
た
｝
巳
8
勺
月
色
6
露
諺
Φ
ρ
賃
の

カ
ベ
伝
（
誉
ミ
爵
ミ
§
ζ
。
ミ
ミ
偽
N
ミ
竃
祭
§
馬
G
＆
鼻
勺
八
一
ω
δ
O
刈
）
の

視
座
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
彼
は
純
政
治
的
な
祉
会
主
義
に
反
対
し
て
い
る

人
々
に
、
彼
等
の
先
駆
者
と
し
て
カ
ベ
を
示
そ
う
と
し
た
。
彼
に
と
っ
て
カ

ベ
は
、
共
有
制
社
会
を
実
験
し
て
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
主
義
を
実
現

し
よ
う
と
し
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
の
七
〇
〇
頁
に
及
ば
ん
と
す

る
著
書
の
大
部
分
は
、
『
イ
カ
リ
ア
旅
行
記
』
の
中
に
提
示
さ
れ
た
未
来
社
会

の
青
写
真
の
成
立
過
程
と
内
容
の
分
析
、
董
び
に
合
衆
国
中
西
部
に
於
け
る
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イ
カ
リ
ア
派
入
植
活
動
の
叙
述
に
割
か
れ
て
い
る
。
逆
に
『
旅
行
記
』
（
一

八
三
八
年
完
成
、
四
〇
年
出
版
）
と
入
橡
運
動
の
開
始
（
一
八
四
七
－
四
八

年
）
と
の
闘
に
位
置
す
る
一
八
四
〇
年
代
の
カ
ベ
に
就
て
の
詳
論
は
欠
落
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
単
な
る
空
想
的
・
実
験
的
社
会
主
義
老
カ
ペ
の
姿
が
前

面
に
出
て
来
る
。
社
会
主
義
の
書
と
し
て
も
殆
ど
独
創
性
を
欠
く
『
イ
ヵ
リ

ァ
旅
行
記
』
や
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
、
フ
ー
ジ
エ
と
い
う
偉
大
な
先
行
老
を
持
つ

実
験
社
会
主
義
か
ら
カ
ベ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
限
り
、
二
流
の
空
想
的
句
会
主

義
者
と
い
う
像
は
動
か
し
難
い
も
の
に
見
え
る
。

　
確
か
に
カ
ベ
は
一
面
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
で
あ
る
。
又
そ
れ
が
強
調
さ
れ
る
こ

と
も
全
く
故
無
し
と
は
し
な
い
。
し
か
し
同
時
代
人
は
カ
ベ
の
も
う
一
つ
の

面
、
当
蒔
の
最
大
の
共
産
主
義
運
動
を
率
い
て
い
る
カ
ベ
を
目
に
し
て
い
る
。

こ
の
質
量
は
虚
妄
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
否
。
既
に
地
方
史
の
レ
ヴ
ェ

ル
や
個
別
的
周
菰
で
は
、
イ
カ
ヲ
ア
共
産
主
義
が
七
月
王
政
下
の
各
地
の
労

働
者
の
運
動
に
多
大
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
確
認
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
今
我
々
は
O
財
鉱
ω
8
や
び
窪
雷
・
｝
o
げ
湧
○
謬
の
、
政
治

家
・
大
衆
運
動
指
導
者
と
し
て
の
カ
ベ
に
焦
点
を
当
て
た
、
一
八
四
〇
年
代

の
イ
カ
ジ
ア
共
産
主
義
運
動
に
関
す
る
包
括
的
な
研
究
零
O
誉
§
鮮
O
Q
こ
㌣

ミ
§
ミ
恥
ミ
§
き
§
鍔
恥
■
G
導
職
§
ミ
き
馬
詩
§
、
帖
§
多
賊
題
℃
1
謎
姓
u
H
9
8
9

琴
鳥
ぴ
。
巳
。
詳
お
課
を
手
に
し
て
い
る
。
専
門
を
異
に
す
る
評
者
で
は
あ

る
が
、
初
期
社
会
主
義
に
関
心
を
持
つ
者
と
し
て
、
残
さ
れ
た
ヵ
ベ
文
書
に

基
づ
き
手
堅
く
既
成
の
カ
ベ
像
の
修
正
を
迫
っ
て
い
る
本
書
を
紹
介
す
る
た

め
、
敢
て
筆
を
執
る
次
第
で
あ
る
。

　
一
八
四
七
年
末
か
ら
四
八
年
初
め
に
か
け
て
カ
ベ
は
秘
密
結
社
活
動
と
詐

欺
の
容
疑
を
受
け
、
彼
の
心
し
い
書
類
が
押
収
さ
れ
た
。
こ
の
懇
類
の
残
片

は
現
在
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国
際
社
会
史
研
究
所
と
パ
リ
市
歴
史
図
書
館
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。
著
者
匂
。
げ
昌
ω
o
⇔
（
フ
ラ
ヅ
プ
の
紹
介
に
よ
れ
ば
現
在
デ

ト
ロ
イ
ト
近
郊
ウ
ェ
イ
ソ
州
立
大
学
助
教
授
）
は
こ
れ
ら
の
文
無
を
中
心
に

研
究
を
進
め
、
夙
に
三
篇
の
論
文
（
．
、
○
ρ
び
暮
欝
鋤
儀
夢
Φ
唱
。
乞
。
ヨ
。
団
。
菱
鴇

諺
夢
σ
q
o
鉱
q
。
ヨ
㌦
．
N
恥
部
§
ミ
帖
§
ミ
牡
馬
e
§
も
焦
の
8
軸
ミ
篤
婁
。
曙
”
＜
o
ピ

置
”
δ
①
①
な
．
∪
○
舞
一
国
鉾
。
ω
貯
a
罫
o
Q
。
α
o
魯
ゐ
。
毫
謡
。
嶺
ぞ
9
毎
ρ
訪

助
9
げ
g
簿
頴
N
碧
ξ
噌
、
．
尋
§
恥
鞠
ミ
§
ミ
朝
8
ミ
ミ
鳶
§
ミ
留
へ
u
ミ
♪

＜
o
｝
．
ミ
辱
お
8
。
．
．
O
o
導
諺
自
巳
ω
諺
恕
乙
叶
げ
。
咳
o
H
宏
｝
μ
α
Q
o
冨
鵠
げ
饒
。
δ

累
母
鰭
出
さ
回
8
ユ
窪
臼
玉
○
臨
0
8
P
、
．
嵐
ミ
ミ
智
§
窺
ミ
ミ
馬
ミ
N
隠
馬
ミ
§
”

＜
o
｝
・
刈
9
お
隷
）
を
物
し
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
カ
ベ
研
究
の
集
成
と
言
え

る
。
以
下
本
書
の
概
要
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
著
考
は
先
ず
序
文
に
於
て
基
本
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
。
著
者
の
窮
極
的

関
心
は
、
資
本
主
義
の
衝
撃
に
遭
遇
し
伝
統
的
社
会
か
ら
脱
皮
し
つ
つ
あ
る

過
渡
的
敏
会
に
置
か
れ
た
労
働
者
階
級
の
情
況
、
こ
れ
に
肉
迫
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
イ
カ
リ
ア
共
産
主
義
の
分
析
が
取

上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
立
揚
か
ら
し
て
著
者
は
カ
ベ
テ
ィ
ズ
ム
を
思
想
と
し
て

で
は
な
く
運
動
と
し
て
、
カ
ベ
の
教
説
と
主
に
労
働
者
か
ら
成
る
カ
ベ
支
持

者
の
反
慈
と
の
粗
互
作
用
と
し
て
解
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
そ
の
中

で
、
最
初
の
上
之
潜
党
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
卓
抜
な
組
織
者
・
宣
伝
家
カ
ベ
、

現
実
政
治
家
カ
ベ
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
第
一
章
は
一
八
三
九
年
カ
ベ
が
共
産
主
義
岩
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
迄
の

経
歴
を
、
政
治
的
な
手
腕
と
体
質
の
生
成
と
い
う
面
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
上
か
ら
は
予
備
門
に
当
る
章
で
あ
る
が
、
余
り
名
の
売
れ
て
い

な
い
カ
ベ
の
小
伝
を
兼
ね
る
と
い
う
含
み
で
扱
う
。
カ
ベ
は
一
七
八
八
年
ブ

ル
ゴ
i
一
二
の
デ
ィ
ジ
翼
ソ
に
樽
作
の
親
方
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
法
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評

律
学
校
を
卒
業
後
一
八
＝
一
年
に
弁
護
士
開
業
。
復
古
王
政
期
に
入
り
、
追

及
を
受
け
て
い
た
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
人
穴
立
物
の
弁
護
を
担
当
、
艦
繍
非
を
勝
取
ら

て
地
方
法
曹
界
に
名
を
成
す
。
し
か
し
こ
の
た
め
王
党
派
か
ら
逆
襲
を
受
け

一
八
二
〇
年
に
パ
リ
へ
去
る
。
パ
リ
で
カ
ベ
は
野
党
勢
力
の
指
導
者
達
と
親

し
い
弁
護
士
の
秘
書
に
納
ま
り
、
彼
等
に
接
近
。
翌
二
一
年
に
は
彼
等
と
共

に
カ
ル
ボ
ナ
リ
に
加
盟
、
右
派
マ
ニ
ュ
エ
ル
派
の
連
絡
役
と
し
て
バ
ザ
ー
ル

ら
若
き
共
和
主
義
者
達
と
争
う
。
こ
の
秘
密
結
社
の
中
で
ヵ
ベ
が
示
し
た
絢

織
力
に
、
著
者
は
留
意
を
促
し
て
い
る
。
一
八
二
七
年
カ
ベ
は
最
初
の
重
要

な
政
治
論
文
を
執
筆
。
勺
塗
（
夢
。
同
昌
彰
。
磐
×
は
一
八
二
〇
年
代
の
カ
ベ
の
政

治
的
立
場
に
就
て
口
を
濁
し
て
い
る
が
、
著
者
は
こ
の
論
文
に
基
づ
い
て
は

っ
き
り
カ
ベ
を
オ
ル
レ
ア
ニ
ス
ト
と
規
定
す
る
。
一
八
三
〇
年
の
革
命
に
際

し
て
カ
ベ
は
正
に
主
流
派
に
い
た
。
そ
し
て
問
も
無
く
コ
ル
シ
カ
の
検
事
長

を
拝
命
。
し
か
し
革
命
後
オ
ル
レ
ア
ニ
ス
ト
の
一
部
は
新
体
制
か
ら
離
れ
、

共
和
主
義
に
鞍
替
を
始
め
る
。
カ
ベ
も
こ
の
流
に
沿
っ
て
検
事
長
を
辞
任
、

故
郷
の
選
挙
区
か
ら
代
議
院
選
挙
に
立
候
補
し
て
議
席
を
得
る
（
一
八
＝
＝

年
）
。
し
か
し
カ
ベ
は
精
力
を
院
外
活
動
に
振
向
け
る
。
　
一
八
三
三
年
二
月

｝
ω
ω
o
o
㌶
鉱
○
昌
U
笹
巴
。
や
。
二
一
．
帥
O
償
。
僧
鉱
。
嵩
α
5
勺
Φ
β
鷲
①
の
書
記
長
に
就

任
、
同
年
六
n
月
に
は
第
一
次
『
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』
紙
（
週
刊
一
）
創
創
刊
等
。
薯
［

老
は
こ
の
時
期
の
カ
ベ
の
戦
略
が
全
共
和
派
の
団
結
に
あ
っ
た
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。
カ
ベ
の
順
広
主
義
既
に
明
瞭
と
い
う
次
第
。
一
八
三
四
年
カ
ベ

は
『
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』
の
記
事
に
よ
っ
て
出
版
法
違
反
の
判
決
を
受
け
、
最

初
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
つ
い
で
ロ
ソ
ヂ
ソ
へ
と
亡
命
す
る
。
五
年
に
互
る
ヵ
ベ
・

の
ロ
ン
ド
ン
時
代
に
就
て
は
、
史
料
欠
如
の
た
め
著
巻
も
多
く
を
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
時
代
は
カ
ベ
の
人
生
に
於
け
る
一
大
転
換
期
で

あ
る
。
こ
の
地
で
カ
ベ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
起
死
回

生
の
大
跳
躍
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
を
カ
ベ
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
…
ル
を
共
産

主
義
の
先
駆
者
に
祭
上
げ
た
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
民
衆
史
』
（
一
八
三
九
一
四

〇
）
、
『
イ
カ
ジ
ア
旅
行
記
』
と
い
う
形
で
公
表
し
て
い
る
。
著
者
も
『
旅
行

記
』
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
紹
介
は
割
愛
す
る
。

　
第
二
章
は
カ
ベ
の
共
産
主
義
巻
と
し
て
の
帰
国
か
ら
、
イ
カ
リ
ァ
派
の
拡

大
が
始
ま
る
迄
の
蒔
期
を
扱
う
。
著
者
は
カ
ベ
の
本
格
的
活
動
が
始
ま
る
一

八
四
〇
年
を
、
東
方
問
題
に
絡
む
政
治
的
危
機
の
年
、
パ
リ
・
ゼ
ネ
ス
ト
に

よ
っ
て
社
会
問
題
が
時
事
問
題
と
し
て
登
場
し
た
年
、
ネ
オ
・
パ
ブ
ー
フ
主

義
を
主
流
と
す
る
共
産
主
義
が
公
衆
の
前
に
大
き
く
姿
を
規
わ
し
た
年
と
捉

え
る
。
こ
の
危
局
の
中
で
カ
ベ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
紙

と
の
熾
烈
な
論
戦
、
秘
密
結
社
方
式
で
革
命
を
目
指
す
ネ
オ
・
パ
ブ
；
フ
主

義
に
対
す
る
に
非
暴
力
主
義
・
合
法
主
義
の
共
産
主
義
の
唱
道
、
こ
う
し
た

活
動
に
よ
っ
て
地
歩
を
獲
得
す
る
。
続
い
て
一
八
四
一
年
三
月
の
第
二
次

『
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』
（
月
刊
）
創
刊
に
よ
っ
て
、
又
シ
ャ
ル
ル
・
シ
ャ
ム
ロ
ワ

等
巡
回
宣
伝
員
の
活
動
に
よ
っ
て
、
カ
ベ
の
支
持
者
は
各
地
で
拡
大
し
、
一

つ
の
運
動
を
形
成
し
始
め
た
。
と
こ
ろ
で
カ
ベ
の
共
産
主
義
運
動
を
支
え
た

主
要
な
宜
伝
手
段
は
、
こ
の
機
関
紙
『
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』
と
、
殆
ど
カ
ベ
が

「
人
で
書
き
捲
っ
た
帯
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
類
で
あ
る
。
著
者
は
一
節
を

設
け
て
そ
の
カ
ベ
の
宣
伝
技
術
、
宣
伝
ス
タ
イ
ル
の
現
代
性
・
煽
情
主
義
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
三
章
は
カ
ベ
の
政
治
戦
略
と
一
八
四
一
－
四
五
年
に
於
け
る
そ
の
展
開

と
に
浮
す
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
カ
ベ
の
基
本
的
戦
略
が
、
σ
う
全
左
翼
・

共
和
主
義
看
の
統
一
戦
線
、
㈹
そ
の
統
一
戦
線
内
で
発
言
力
を
保
持
す
る
た

め
の
共
産
主
義
内
部
で
の
隊
列
引
締
め
、
こ
の
二
点
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

共
和
派
統
一
戦
線
論
は
一
八
四
避
年
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
裁
判
問
題
（
同
地
で
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イ
カ
リ
ア
派
を
含
む
左
翼
の
一
団
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
。
カ
ベ
は
弁
護
に
赴

く
が
、
弁
護
人
と
し
て
の
入
廷
を
拒
否
さ
れ
て
闘
題
と
な
る
）
に
よ
っ
て
そ

の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
た
か
に
見
え
、
又
こ
の
事
件
を
機
に
イ
カ
リ
ア
派
は

急
激
に
膨
脹
す
る
。
し
か
し
㈲
の
点
は
当
初
か
ら
問
題
性
を
露
に
し
て
い
た
。

こ
の
戦
略
の
た
め
、
己
の
指
導
権
と
理
論
的
統
一
性
を
揺
る
が
す
者
に
対
す

る
カ
ベ
の
態
度
は
掛
屋
を
極
め
る
。
一
時
カ
ベ
の
副
官
を
務
め
た
こ
と
の
あ

る
ラ
オ
テ
ィ
エ
…
ル
や
デ
ザ
ミ
と
の
論
戦
は
中
傷
合
戦
へ
と
拗
れ
て
い
る
。

カ
ベ
の
数
説
を
支
持
す
る
労
働
者
も
こ
れ
と
無
翻
係
で
は
い
ら
れ
な
い
。
著

者
は
リ
ヨ
ン
を
例
に
取
っ
て
隊
列
引
締
め
が
運
動
の
基
底
部
に
影
響
を
及
ぼ

す
過
程
を
描
い
て
い
る
。
一
八
四
一
一
年
デ
ザ
ミ
と
の
論
戦
に
際
し
、
カ
ベ
の

理
論
に
賛
意
を
表
し
つ
つ
も
罵
署
誕
誘
を
諫
止
し
た
グ
ル
ー
プ
が
分
離
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
更
に
一
八
四
鴎
年
専
ら
カ
ベ
の
統
制
権
を
聞
題
に
し
て
　
隊

が
分
離
。
こ
う
し
て
リ
ヨ
ン
に
は
正
統
イ
カ
リ
ア
派
と
分
離
派
イ
カ
リ
ア
主

義
者
が
並
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
に
教
説
へ
の
賛
同
者

さ
え
排
除
せ
ざ
る
を
得
な
い
運
動
の
閉
鎖
性
と
い
う
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と

で
、
勝
論
へ
の
伏
線
を
張
る
。

　
第
四
章
は
他
の
章
と
は
異
な
っ
て
イ
ヵ
ジ
ア
共
産
主
義
の
静
態
約
分
析
で

あ
る
。
初
期
的
政
治
運
動
に
就
て
の
こ
の
種
の
分
析
は
通
常
轡
虫
を
極
め
る

が
、
著
者
は
有
力
な
手
懸
を
見
出
し
て
い
る
。
カ
ベ
は
律
義
に
も
一
八
四
三

年
十
月
以
来
定
期
的
に
機
関
紙
の
発
行
部
数
を
公
遍
し
て
い
た
。
著
者
は
優

に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
新
聞
の
発
行
部
数
に
匹
敵
す
る
こ
の
数
を
表
示
し
た
上
、
実

際
の
読
者
n
信
奉
者
と
発
行
部
数
と
の
比
（
一
部
の
予
約
購
読
を
何
人
か
で

分
担
す
る
の
が
常
態
）
を
二
〇
対
　
と
見
稜
っ
て
み
せ
る
。
つ
ま
り
一
八
四

五
1
－
四
穴
年
頃
の
イ
カ
リ
ア
派
は
六
－
七
万
人
を
擁
し
て
い
た
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
更
に
薯
者
は
、
同
じ
く
ヵ
ベ
が
一
八
四
六
年
に
公
表
し
た
都
市

別
・
県
別
予
約
購
読
者
数
の
蓑
を
転
載
し
て
、
カ
ベ
が
農
村
部
、
新
興
の
工

業
地
帯
で
支
持
者
を
欠
き
、
逆
に
地
方
都
市
の
中
に
多
く
の
信
奉
春
を
見
出

し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
。
又
イ
カ
リ
ア
派
の
職
業
分
析
か
ら
は
、
カ
ベ
の
支

持
着
の
大
半
が
手
工
業
憲
を
中
核
と
す
る
一
八
四
〇
年
代
に
於
け
る
意
味
で

の
労
働
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
著
者
は
こ
れ
ら

の
勢
働
者
の
置
か
れ
た
状
態
の
叙
述
、
イ
カ
リ
ア
派
自
身
が
語
る
カ
ベ
テ
ィ

ズ
ム
支
持
の
動
機
の
紹
介
へ
と
進
む
。
そ
の
後
パ
リ
を
中
心
に
多
く
の
イ
カ

リ
ァ
派
を
出
し
た
仕
立
屋
、
靴
麗
、
指
物
師
等
の
手
工
業
者
の
情
況
に
照
明

を
当
て
、
最
後
に
地
方
に
於
け
る
イ
カ
ジ
ア
派
の
中
心
地
と
考
え
ら
れ
る
八

つ
の
都
市
、
ヴ
ィ
エ
ソ
ヌ
、
ラ
ソ
ス
、
リ
ヨ
ン
、
ナ
ン
ト
、
ニ
オ
ー
ル
、
ペ

リ
グ
ー
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
、
ト
ゥ
ー
ロ
ソ
の
其
々
に
就
て
支
持
者
拡
大
の
要

因
を
検
討
し
て
い
る
。

　
第
五
章
の
テ
…
マ
は
「
運
動
か
ら
宗
派
へ
」
で
あ
る
。
イ
カ
婆
ア
共
産
主

義
は
、
一
7
5
々
合
資
会
社
『
ポ
ピ
ュ
レ
…
ル
』
出
版
社
と
全
国
的
な
『
ポ
ピ
ユ

レ
；
ル
』
の
「
通
信
員
」
綱
、
こ
の
二
つ
の
組
織
に
支
え
ら
れ
た
稽
当
な
統

合
性
を
備
え
た
運
動
で
あ
る
。
更
に
著
者
に
よ
れ
ば
、
信
奉
者
の
地
域
的
紐

帯
は
勿
論
、
一
種
の
イ
カ
リ
ア
派
「
文
化
」
さ
え
育
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
運
動
の
統
合
性
と
宗
派
化
と
の
連
関
を
詳
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
第
五

章
の
叙
述
は
続
い
て
イ
カ
リ
ア
共
産
主
義
の
運
動
か
ら
宗
派
へ
の
変
質
を
取

上
げ
て
い
る
。
こ
の
変
質
過
程
は
、
¢
り
『
レ
フ
オ
ル
ム
』
派
の
共
産
主
義
拒

絶
に
触
発
さ
れ
て
イ
カ
リ
ァ
派
の
排
他
主
義
が
強
化
さ
れ
る
雨
期
（
～
八
四

五
年
九
月
一
四
六
年
春
）
、
　
恥
カ
ベ
の
『
真
の
キ
リ
ス
ト
教
』
と
題
す
る
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

書
の
韻
版
に
よ
っ
て
イ
カ
リ
ア
派
の
宗
教
的
意
識
が
昂
揚
し
、
カ
ベ
崇
拝
の

風
潮
が
胚
胎
す
る
時
期
（
一
八
四
穴
年
春
－
四
七
年
春
）
、
助
　
八
四
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

五
月
カ
ベ
が
衝
撃
的
な
移
住
宣
言
（
未
開
地
へ
大
挙
移
住
し
て
共
産
主
義
國
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評r：it

囮

家
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
呼
掛
け
）
を
発
表
、
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ヵ
リ
ァ
共

産
主
義
が
、
熱
狂
的
に
カ
ベ
の
教
説
を
支
持
し
窟
従
す
る
宗
派
的
イ
ヵ
リ
ァ

派
と
、
移
住
に
反
対
し
カ
ベ
に
歯
し
て
も
題
離
を
置
く
部
分
と
に
分
化
す
る

傾
向
を
強
め
る
時
期
、
こ
の
三
段
階
に
別
け
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
著
考
は
、
こ
の
宗
派
化
を
促
し
た
要
因
と
し
て
、
一
八
四
六
年
忌
不
作
に

続
く
経
済
的
危
機
、
労
働
者
の
間
で
の
革
命
的
傾
向
の
復
活
と
い
う
外
的
事

情
も
さ
り
な
が
ら
、
カ
ベ
の
基
本
的
戦
略
の
破
産
と
い
う
問
題
を
重
視
し
て

い
る
。
著
老
に
よ
れ
ば
カ
ベ
の
当
初
の
戦
略
は
共
和
派
統
一
戦
線
、
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
ジ
ー
と
の
協
調
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
戦
略
は
『
レ
フ
オ
ル
ム
』
派

と
の
論
争
に
よ
っ
て
頓
挫
を
来
す
。
カ
ベ
は
こ
の
論
争
の
過
程
で
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
ジ
ー
へ
の
警
戒
、
労
働
者
の
連
帯
を
求
め
る
方
向
、
更
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

ジ
ー
と
プ
寮
レ
タ
リ
ア
…
ト
の
利
害
の
対
立
を
認
知
す
る
方
向
に
進
む
。
こ

う
し
て
カ
ベ
は
古
い
非
暴
力
主
義
・
階
級
協
調
路
線
を
維
持
す
る
か
（
そ
れ

は
彼
の
教
義
の
溝
板
で
あ
る
）
、
そ
れ
と
も
新
し
い
認
識
に
基
づ
い
た
階
級
闘

争
・
革
命
の
方
針
を
採
用
す
る
か
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
立
た
さ
れ
る
、
と
著

者
は
言
う
。
カ
ベ
は
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
逃
れ
る
た
め
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
1
1

共
産
主
義
と
い
う
等
式
の
殊
更
な
る
強
調
へ
、
更
に
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
派
的

熱
狂
が
高
ま
る
と
、
全
信
奉
者
を
率
い
て
の
「
イ
カ
リ
ア
」
移
住
宣
言
へ
と

突
き
進
ん
で
行
く
。
評
者
は
若
干
の
批
判
を
留
保
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
第

四
章
と
並
ん
で
こ
の
宗
派
化
過
程
の
分
析
が
本
書
の
圧
巻
を
成
す
と
し
た
い
。

　
多
く
の
社
会
主
義
春
に
と
っ
て
、
一
八
四
八
年
の
革
命
は
突
然
の
出
来
事

だ
っ
た
。
カ
ベ
に
と
っ
て
も
然
り
。
し
か
し
カ
ベ
は
逸
速
く
革
命
に
対
応
、

革
命
の
初
期
の
段
階
で
は
鋭
い
政
治
感
覚
を
取
戻
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め

る
。
他
党
派
に
先
駆
け
た
臨
時
政
府
支
持
、
国
民
衛
兵
問
題
の
重
視
、
三
月

十
七
日
デ
モ
の
指
揮
等
。
し
か
し
四
月
に
入
る
と
イ
カ
リ
ア
派
は
反
共
攻
撃

の
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
崩
壊
し
、
カ
ベ
は
立
憲
議
会
選
挙
に
落
選
す
る
。
以

後
イ
カ
リ
ア
派
は
新
大
陸
の
共
産
主
義
入
植
村
に
夢
を
托
す
小
宗
派
に
転
落
、

カ
ベ
も
十
二
月
に
ア
メ
リ
カ
へ
向
う
。
第
六
章
は
こ
う
し
た
革
命
の
渦
中
の

イ
カ
ジ
ア
共
産
主
義
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
著
老
が
塁
示
す
る
ヵ

ベ
の
共
産
主
義
の
功
罪
、
即
ち
分
離
派
を
も
含
め
た
広
義
の
イ
カ
リ
ァ
主
義

考
が
革
命
の
中
で
占
め
た
重
要
な
役
割
、
逆
に
カ
ベ
の
非
暴
力
主
義
・
合
法

主
義
が
労
働
者
の
非
戦
闘
性
を
助
長
し
た
と
い
う
事
態
、
共
に
㎝
八
四
〇
年

代
に
於
け
る
カ
ベ
の
影
響
力
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
賊
文
は
一
八
四
九
年
以
後
の
イ
カ
リ
ア
派
の
運
命
に
触
れ
た
後
、
嘗
て
カ

ベ
を
支
持
し
た
労
働
者
の
多
く
が
協
同
組
合
運
動
へ
流
れ
た
こ
と
を
指
摘
、

カ
ベ
の
非
暴
力
主
義
・
合
法
主
義
が
こ
こ
に
一
つ
の
帰
結
を
見
出
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
　
「
ど
ん
な
歴
史
家
も
こ
の
男
〔
カ
ベ
〕
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
史
上
最
初
の
大
規
模
な
共
産
主
義
労
働
者
〃
党
”
を
形
成
し
た
こ
と
を

無
視
出
来
な
い
」
（
℃
』
㊤
圃
）
こ
れ
が
本
書
の
結
論
で
あ
る
。

　
評
者
は
こ
の
結
論
に
異
を
唱
え
る
二
叉
は
更
に
な
い
。
仮
令
そ
の
意
図
あ

り
と
し
て
も
、
史
料
を
殆
ど
手
に
し
て
い
な
い
評
者
に
そ
れ
は
不
可
能
な
事

で
あ
る
。
又
浅
学
に
し
て
イ
カ
リ
ア
共
産
主
義
の
興
隆
を
齎
し
た
社
会
的
経

済
的
背
景
に
就
て
著
者
が
披
歴
し
て
い
る
知
見
の
当
否
を
論
ず
る
こ
と
も
手

に
余
る
。
ユ
…
ト
ピ
ア
そ
れ
畠
体
を
果
し
て
筒
時
代
人
の
願
望
の
集
約
と
理

解
し
て
良
い
か
、
労
働
者
階
級
の
具
体
的
情
況
を
解
明
す
る
こ
と
の
先
に
は

何
が
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
類
の
穿
墾
は
こ
こ
で
は
無
用
で
あ
ろ
う
し
、
著

者
が
セ
ク
ト
性
を
疑
似
キ
ジ
ス
ト
教
化
、
千
年
王
国
的
傾
向
と
狭
義
に
解
し

て
、
社
会
学
的
な
意
味
で
の
セ
ク
ト
性
、
大
衆
運
動
そ
の
も
の
が
孕
ん
で
い

る
精
神
的
硬
痘
化
へ
の
傾
向
と
い
う
問
題
を
後
退
さ
せ
て
い
る
こ
と
等
に
も

125 （461）



立
入
る
ま
い
。
唯
、
次
の
二
点
に
就
て
評
言
を
付
し
て
お
く
。

　
先
ず
著
者
が
カ
ベ
の
思
想
に
触
れ
た
多
く
の
論
者
に
倣
っ
て
カ
ベ
の
思
想

の
分
析
は
「
殆
ど
行
な
う
に
値
し
な
い
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
就
て
。
確
か

に
カ
ベ
の
思
想
の
多
く
は
借
物
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ベ
が
提
示
し
た
共
産
主

義
の
綱
領
の
中
に
見
逃
せ
な
い
点
が
一
つ
あ
る
。
即
ち
政
治
体
制
と
し
て
の

民
主
主
義
の
獲
得
↓
過
渡
期
体
制
に
よ
る
私
的
所
有
・
私
的
企
業
の
包
囲
↓

共
産
主
義
社
会
の
実
現
と
い
う
方
策
で
あ
る
。
評
者
は
カ
ベ
の
『
共
産
主
義

の
信
条
』
の
宋
羅
を
飾
る
こ
の
方
策
が
共
産
主
義
者
同
盟
の
信
条
草
案
を
経

て
『
共
産
党
宣
言
』
に
連
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
澗
さ
せ
る
若
千

の
微
証
を
知
っ
て
い
る
。

　
第
二
点
は
本
書
の
内
容
に
直
接
係
わ
る
。
即
ち
第
五
章
の
内
容
と
し
て
紹

介
し
た
カ
ベ
の
ジ
レ
ン
マ
の
問
題
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
論
を
展
開
す
る
に

際
し
て
、
労
働
者
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
の
階
級
対
立
の
承
認
は
必
ず
階
級

闘
争
論
に
繋
が
り
、
逆
に
階
級
協
調
論
は
必
ず
利
審
対
立
の
認
識
を
欠
く
と

い
う
大
前
提
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
著
潜
は
確
か
に
『
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』
の

記
纂
に
よ
っ
て
丹
念
に
論
証
し
な
が
ら
、
カ
ベ
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
か
ら
の

協
力
に
失
望
の
念
を
強
め
る
に
連
れ
て
労
働
者
階
…
級
の
連
帯
を
強
調
す
る
姿

勢
へ
傾
い
て
行
っ
た
と
い
う
薪
し
い
事
実
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
か

ら
カ
ベ
が
階
級
闘
争
論
を
採
用
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
事
態
に
直
面
し
た
と

直
ち
に
結
論
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。
社
会
の
中
に
階
級
対
立
の
あ

る
こ
と
を
労
働
者
は
身
を
以
っ
て
知
っ
て
い
る
。
又
連
帯
の
必
要
性
を
訴
え

も
す
る
。
し
か
し
差
当
り
は
市
民
社
会
の
中
で
同
資
格
者
と
し
て
の
地
位
を

獲
得
し
た
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
慰
滅
な
ど
望
ん
で
は
い

な
い
。
賛
否
は
別
と
し
て
こ
の
よ
う
な
初
期
労
働
者
運
動
が
存
在
し
た
。
ド

イ
ツ
に
於
け
る
シ
㌫
テ
フ
ァ
ソ
・
ボ
ル
ソ
の
運
動
は
正
に
そ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
カ
ベ
の
o
o
鶏
薦
。
。
剛
ノ
・
訟
の
睡
掛
け
に
共
鳴
し
、
革
命
後
は
協

同
組
合
活
動
に
走
っ
た
と
い
う
多
く
の
イ
カ
ジ
ア
派
の
心
惰
に
も
そ
の
よ
う

な
含
み
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
敦
れ
に
せ
よ
著
者
の
、
階
級
鋤
立
の
認
識
即
階

級
闘
争
・
革
命
の
路
線
と
い
う
大
前
提
は
妥
当
な
も
の
と
は
雷
え
ま
い
。
従

っ
て
カ
ベ
の
ジ
レ
ン
マ
説
も
直
接
カ
ベ
の
告
白
が
見
付
か
ら
な
い
限
り
裏
付

け
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
カ
ベ
の
突
然
の
移
住
宣
言
（
随

分
性
急
で
い
い
加
減
で
あ
る
と
の
著
者
の
主
張
は
説
得
的
）
を
ど
う
説
明
す

る
の
か
。
残
念
な
が
ら
評
者
に
代
案
は
な
い
。
唯
こ
の
宣
言
以
前
に
カ
ベ
は
、

著
者
が
主
張
す
る
よ
う
に
実
験
に
よ
っ
て
共
有
制
社
会
を
実
現
す
る
意
志
を

全
く
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
質
す
こ
と
は
出
来
る
。
著
者
自
身
が
ま
さ

に
モ
デ
ル
共
岡
体
建
設
に
就
て
の
カ
ベ
の
動
揺
に
言
及
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。
著
者
は
カ
ベ
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
で
あ
り
同
聴
に
実
践
的
政
治
家
で
あ
っ

た
こ
と
に
彼
の
悲
劇
を
見
て
い
る
が
、
こ
の
見
解
の
陶
を
張
っ
て
需
え
ぱ
、

己
の
「
イ
カ
リ
ア
」
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
と
自
覚
出
来
な
い
政
治
主
義
者

で
あ
っ
た
こ
と
に
、
カ
ベ
の
雛
形
共
同
体
に
就
て
の
、
又
現
実
政
治
家
と
ユ

ー
ト
ピ
ア
ン
と
い
う
両
極
間
で
の
振
動
の
最
大
の
要
因
が
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
最
後
に
、
幾
つ
か
の
蝦
瑛
を
有
す
る
に
し
て
も
、
本
書
が
マ
ッ
シ
ヴ
な
労

働
者
の
運
動
と
し
て
の
イ
カ
リ
ア
共
産
主
義
と
い
う
同
縛
代
人
の
印
象
を
十

分
証
左
し
て
い
る
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
筆
を
欄
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
（
三
一
　
四
頁
、
【
九
七
四
年
、

　
　
　
　
H
悼
蕃
＄
三
三
ゼ
9
乱
o
P
O
o
旨
。
一
一
φ
三
く
鶏
ω
一
芝
℃
器
。
。
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
尽
都
大
学
大
学
院
生
・
｛
凧
都
｛
上

工26 （462）




